



















































































飽 和 脂 肪 酸（Unsaturated Fatty Acids：UFA）
と呼び，SFA のうち炭素数が24以上の脂肪酸を














































Fatty acid biomarker Source
i15：0. ai15：0, i17：0, ai17：0, 18：1 ω 7 細菌
18：2 ω 6, 18：3 ω 3 緑藻／藍藻
20：5 ω 3 珪藻























　St.A ～ C の底泥から抽出されたバクテリア由





















対して，藍藻には 18：3 ω 6 および 18：4 ω 3 が
多く含まれていたが，ヨシにこれらの脂肪酸は含
まれていなかった．よって LCFA を高等植物由



























地点 ハス（葉） ヨシ ヒシ
St.A 72（56－89） 18（1－4） 9（0－25）
St.B 60（44－77） 30（13－56） 9（0－25）
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図６　伊豆沼と太湖における底泥の有機炭素含有率と高
等植物由来脂肪酸量の関係
